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1. はじめに 

本稿では小学校をモデルとして IC タグを利用した避難誘
導のシミュレーションを行い，火災避難行動における IC タ
グの活用とその有効性を考察した。 
マルチエージェントシミュレーションの実装には建部ら

(1999)が行った単独避難の経路選択傾向のデータを参考にし
た。児童が単独で避難行動をとることは困難であるため，こ

のような問題を解決する方法として，ICタグの利用が有効で
あると考えられる。 

 
2. シミュレーションモデル 

2-1 エージェントの持つ属性と行動ルール 

本稿では，建部ら(1999)が行った単独避難の経路選択傾向
のデータをもとにして児童エージェントの行動ルールをモ

デルに組み込んだ。 
 
2-2 児童エージェントとモニタエージェントの配置 

図 1に示すように，一般的な小学校の校舎を想定した。理
科室と給食室での火災が発生した場合，また，ICタグがある
場合と無い場合という，合計 4つのモデルを構築した。 
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図 1 シミュレーションの全体像 

3. シミュレーションの実行 

4モデルについて，各 30回ずつシミュレーションを行った。
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全児童エージェントが校舎から避難した時点がシミュレー

ション終了時点である。得られるデータは下記の 5つである。 
 

(1）火災室前を通過した児童エージェント数（学年別） 
(2）ステップ開始からの避難時間（学年別） 
(3）250ステップ目で残っている児童エージェントの数 
(4）最終ステップ数 

(5) ( ) 100×
−

=
全児童数

った児童数火災室を回避できなか全児童数
回避率　

 

 
4．結果の考察 

通常避難行動の場合，児童エージェントの避難行動は，火

災現場が「理科室」と「給食室」の場合で異なる。「理科室」

を 4階に配置したため，主に 4階にいる児童エージェントが
避難行動を取る際に通過することが多い。「給食室」は，1階
に位置し，片側の出口に面している。上階から降りてきた児

童エージェントが順次出口に向かって避難するため，初期段

階から次々と火災室前を通過して避難する。こうした事態は，

建部らの研究と合致する。つまり非同一階では，火災室を回

避せずに日常的に使っている経路を選択してしまう傾向に

ある。 
ICタグを使用した場合、いずれのケースでも回避率は向上
している。 
 
5．まとめ 

ICタグの効果の有無を調べるためには，回避率の向上と避
難する際の時間的なリミットとの考察が必要になる。また，

児童エージェント毎にスピードの変化を設けるなど，更なる

モデルの精緻化が必要である。これらは今後の課題としたい。 
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